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（ 皆さん こんにちは ？ ） 

熊本県玉東町の小学校・中学校の皆さん、覚えていますか？ 

 あ、そうか小学校６年生だった皆さんは、この 4月より 

中学１年生ですよね？  

 一昨年の 7月中旬から 9月中旬まで、玉東町役場で仕事をして

いた者です。と言っても、忘れちゃったかな？  

 では、こんなお話をしたのを覚えていますか？ 

 私は、今、海外協力隊としてモンゴルに 2月 21日に来ていますが、実は協力隊参加が 2回目だということ。そ

して、1回目はネパールで、そのネパールでの、コーラの値段をお話ししました。 

 当時(1988年)コーラ 1 本が 7 ルピー＝35 円だったというお話。 

  

え～、たったの 35 円、安～～い。・・・いやいや、まてまて、村人が普通に飲む紅茶は 1 ルピーだと言うこと。 

つまり、村人が飲む紅茶の 7倍していたということ。 

 これを、今の日本に例えると、今コンビニでコーヒーが 100円で飲めますね、 

 はいズバリ、あなたはコーラを 700円で飲みますか？ という話でした。 ということで、モンゴルのコーラ

の実態をお話ししますね。 

 買う場所によって、少し差がありますが、モンゴルではコーラ 1本、2,000トグルクです。 

 現在、１００トグルク＝約 5円ですから、日本円に換算すると 1本、100円ですね。 

 すみません、たとえが悪かったです。 

 バスの値段にしますね。モンゴルの首都ウランバートルは、バス乗車の値段は、普通に市内の値段は距離に関

係なく、５００トグルクです。日本円に換算すると、２５円。日本だといくらかかりますか？最低 200円はしま

せんか？ ということは、物価の値段は 10倍くらい違う？ 

 バスは、モンゴルの中で特に安いですね。私の感覚では日本とモンゴルの物価の違いは 2倍くらいかな？ 

  （日本のコーラは 180円＝約 200円ですもんね！） 

 こんな感じで、日本と他国との物価の違いを念頭に考えて値段の違いを考えましょう！ 

 

さて、モンゴルと言えば一番に寒さ！ でしょう。 

 左の写真をご覧ください。右の黒い方が冷蔵庫の冷凍室の設定温度

で－１９℃です。左の方は最高最低温度計で、上が外気温（ホテルの

窓の外に置いてあります）の最低温度で－２１℃を示しています。ち

なみにこの日は 2月 29日です。  

 これを書いている日の翌日（3/22）の最低温度が－１３℃。 

 熊本では勿論、私の故郷長野県でも考えられない温度です。 

 しかし、人間の慣れって恐ろしいです。 

 今は、この－１０℃くらいの寒さが、心地良い寒さに感じてます。

日中は０℃くらいまで上昇するので、日陰に積もって凍っている氷

(雪なんですけど、ほとんど氷の状態です)が解け出しています。 

  

さて、ウランバードルでの現地語学訓練も終わり、3月 22日に私の任地であるバガノール地区に移動します。 

首都ウランバードルより東へ１３０㎞離れているのですが、そんなに大きな町ではなく、また、大気汚染もひど

くなく、夜空に星もきれいに見える！！なんて言われていますが、とっても楽しみです。 

  それでは、皆さん、今回はこの辺で、 

次号を期待してください。          北澤でした。 


